
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
集合住宅に設置される分離竪型給排気ダクトにおいて，給気ダクトのトップに、平面十字
型の仕切板を挿入し、排気ダクトのトップに、多翼型トップを用いたことを特徴とする集
合住宅における分離竪型給排気ダクト用給排気トップ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、集合住宅に設置された分離竪型給排気ダクト用給排気トップ装置に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
集合住宅の場合、ガス湯沸器やガスストーブ等の燃焼器具用給排気は、建物内に設置した
共用のダクトを用いて行うようになっている場合が多い。例えば、ＵダクトとかＳＥダク
トがこの例であるが、最近は、図６に示すように、集合住宅の建物１内に、分離竪型の給
気ダクト２と排気ダクト３を設置し、給気ダクト２側には給気トップ４を取り付け、排気
ダクト３側には排気トップ５を取り付けた分離竪型の給排気ダクトが施工されている例が
多い。
【０００３】
図７（Ａ）（Ｂ）は、上記従来の分離竪型給排気ダクトに用いられている給排気トップ４
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、５の構造を示すもので、この給排気トップ４、５は、底板７と天板９間に８枚の板８…
を挿入した構造から成り、多翼型トップと称されている。また、この分離竪型給排気ダク
トに取り付けられる燃焼器具は、図６に示すように、器具６ごとに給気管６ａを給気ダク
ト２に接続し、排気管６ｂを排気ダクト３に接続して給排気を行う所謂ＦＦ式である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来の分離竪型給排気ダクトにおいては、給気トップ４及び排気トップ５に
多翼型トップが用いられていることから、風圧や燃焼器具の使用状況によっては、給排気
バランスが崩れて給気側よりも排気側の圧力が高くなり、給気側に排気が逆流したり、使
用中の燃焼器具の燃焼性が悪化したりすることがある。例えば、図６において、１～５階
で用いられている燃焼器具６（ＮＯ１～５）が使用中の時に、６階のＮＯ６の燃焼器具６
の部分において、給気ダクト２側の圧力Ｐ１ 　と排気ダクト３側の圧力Ｐ２ 　がＰ１ 　＜
Ｐ２ 　となることがあり、このような現象が発生すると、排気が器具６内やこの器具６を
経由して給気ダクト２側に逆流することがある。
【０００５】
本発明の目的は、集合住宅における分離竪型給排気ダクトにおいて、どのような風圧或い
は器具の使用状況にあっても、給排気のバランスが崩れない給排気トップ装置を提供する
ことである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために提案する本発明の構成は次のとおりである。
集合住宅に設置される分離竪型給排気ダクトにおいて，給気ダクトのトップに、平面十字
型の仕切板を挿入し、排気ダクトのトップに、多翼型トップを用いたことを特徴とする集
合住宅における分離竪型給排気ダクト用給排気トップ装置。
【０００７】
【作用】
各燃焼器具の給気は、給気ダクトを経由して行われ、排気は排気ダクトを経由して行われ
る。この結果、建物内から燃焼空気を吸引したり、建物内に燃焼排気を排出したりするこ
とはない。
【０００８】
上記給排気において、給気トップ内には十字型の仕切板が挿入されているため、風向きが
３６０°どのような方向であっても、風は仕切板に当たって給気ダクト内に流入し、多翼
型トップを取り付けている排気トップ側に比較してプラス圧に作用する。
【０００９】
一方、排気トップ側は、多翼に形成されていて、然もこの翼は周囲だけのため、風圧は翼
の間を素通りして排気ダクト内には作用しない。この結果、どのような風向きや風圧にな
っても、給気ダクト側の圧力は常に排気ダクト側よりも高くなるため、排気が器具内や給
気ダクト側に逆流したりしない。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図１は本発明に係るトップ装置を取り付けた分離竪型給排気ダクトを施工した集合住宅の
全体を示すもので、１は建物、２は給気ダクト、３は排気ダクト、５は多翼型の排気トッ
プ、６は燃焼器具、６ａは給気管、６ｂは排気管である。
【００１１】
符号の１０は本発明に係る給気トップであって、この給気トップ１０は、図２、図３に示
すように、底板１１と天板１２間に十字型の仕切板１３を挿入し、給気ダクト２のトップ
位置に給気口１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄを形成した構造である。
【００１２】
上記給気トップ１０によると、例えば図３において矢印ａ方向から風圧がかかると、この
風圧は十字型の仕切板１３の作用で給気口１４ａ、１４ｂから給気ダクト２内に流入し、
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矢印ｂ方向から風圧がかかると、給気口１４ａから給気ダクト２内に流入する。この結果
、どのような方向から給気トップ１０に風圧がかかっても、給気ダクト２内にはプラス圧
が作用し、多翼型のトップを用いている排気側に対して給気側＞排気側の関係が保持され
る。
【００１３】
表１は、給気側に本発明に係る給気トップを用い、排気側に従来の多翼型トップを用いて
行った各所の圧力バランスの試験結果を示すデータであって、図４は給気ダクト２内と排
気ダクト３内の静圧の変化を示すグラフである。
【００１４】
同様に、表２は、図６に示した従来の多翼型の給排気トップを用いた場合の各所の圧力バ
ランスの試験結果を示すデータであって、図５はこの従来例における給気ダクト２内と排
気ダクト３内の静圧の変化を示すグラフである。
なお、給気トップ１０として、実施例のような十字型の仕切板１３を挿入したものを用い
た場合が最も良い結果を示したが、仕切板３枚で給気ダクト２のトップを３等分、５枚で
５等分、６枚で６等分した場合でも、給気ダクト２側が負圧になるのを防止することは可
能である。
（以下余白）
【００１５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以下余白）
【００１６】
【表２】
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（以下余白）
【００１７】
【発明の効果】
本発明は以上のように、給気トップ内に十字型の仕切板を挿入したことにより、給排気ト
ップに風圧がかかった際に、給気トップ側には常に正圧が作用する。この結果、給気ダク
ト側が排気ダクト側に対して負圧となることはなく、よって排気の逆流現象が発生したり
することはない。
【００１８】
また、本発明は、従来の給排気トップにおいて、給気トップだけを改善しているため、既
設の分離竪型給排気ダクトに対し、給気トップを交換するだけで排気の逆流現象を防止す
ることができ、この点でも有効である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る給排気トップ装置を実施した分離竪型給排気ダクトの説明図。
【図２】給気トップの説明図
【図３】給気トップの作用の説明図。
【図４】本発明の給気トップを用いた際の給排気ダクト内の静圧の変化を示すグラフ。
【図５】従来の多翼型給排気トップを用いた際の給排気ダクト内の静圧の変化を示すグラ
フ。
【図６】従来の分離竪型給排気ダクトの説明図。
【図７】多翼型給排気トップの説明図。
【符号の説明】
１　建物
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２　給気ダクト
３　排気ダクト
５　排気トップ
６　燃焼器具
６ａ　給気管
６ｂ　排気管
１０　給気トップ
１１　底板
１２　天板
１３　仕切板
１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ　給気口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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